
難
本
論
は
、
ガ
ン
デ
ン
寺
第
二
代
管
長
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
（
罰
閏
巴

厨
冨
ヴ
ロ
日
日
陣
同
旨
目
の
ロ
〕
届
霞
‐
医
用
）
の
、
（
ハ
リ
バ
ド
ラ
作
）
『
現

観
荘
厳
論
註
（
小
註
）
』
に
対
す
る
複
註
『
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
を
主
資

料
と
し
て
、
「
現
観
荘
厳
論
』
の
実
践
論
体
系
（
八
現
観
・
七
十
義
）
の

内
容
を
概
説
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
著
作
さ
れ
た
。

全
体
は
序
論
（
四
節
）
、

第
一
章
般
若
経
と
「
現
観
荘
厳
論
』
（
三
節
）
、

第
二
章
「
現
観
荘
厳
論
』
概
説
（
二
節
）
、

第
三
章
「
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
の
和
訳
（
序
説
と
摂
義
の
部
分
）

付
篇
（
四
節
）
よ
り
な
る
。
付
篇
は
、

２
「
現
観
荘
厳
論
』
「
根
本
偶
」
テ
キ
ス
ト
、

３
「
註
釈
、
心
髄
荘
厳
」
チ
ベ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
（
序
論
と
摂
義
の
部

分
）
、

４
「
現
観
荘
厳
論
』
諸
註
釈
の
八
句
義
・
七
十
義
諸
版
ペ
ー
ジ
対
照
表

の
四
篇
、
い
ず
れ
も
信
頼
度
の
高
い
資
料
を
附
し
て
便
宜
に
供
し
て
い
る
。

付
篇
（
四
節
）
よ
り
な
マ

ー
「
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』

兵
藤
一
夫
著

『
般
若
経
釈
現
観
荘
厳
論
の
研
究
』磯

田
煕
文

科
文
、

序
論
第
一
節
の
「
現
観
荘
厳
論
』
と
そ
の
著
作

ハ
リ
バ
ド
ラ
臼
目
匡
且
国
吻
自
伝
①
）
冨
目
言
○
）
、
八
世
紀
後
半

Ｉ
）
の
注
釈
書
の
序
偶
に
、
恐
ら
く
文
献
上
初
め
て
、
「
現
観
本
論
の
著

者
・
弥
勒
、
注
釈
者
・
無
著
、
世
観
、
聖
解
脱
軍
（
シ
ミ
四

く
自
民
国
切
①
ロ
四
）
、
大
徳
解
脱
軍
（
国
富
烏
ロ
曰
く
自
民
国
の
①
目
）
、
ハ
リ

バ
ド
ラ
」
の
系
譜
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
の
最
古
の
注
釈

書
は
聖
解
脱
軍
の
『
二
万
五
千
頌
般
若
註
釈
（
罠
声
冨
）
目
目
（
富
）
）
』

で
あ
り
、
従
来
、
現
観
本
論
の
著
作
は
こ
の
聖
解
脱
軍
に
大
き
く
関
わ
る

事
柄
と
さ
れ
て
い
る
。
著
者
も
、
後
述
の
三
智
説
な
ど
に
も
視
点
を
置
い

て
、
「
ア
ー
リ
ャ
Ⅱ
ヴ
ィ
ム
ク
テ
ィ
セ
ー
ナ
に
近
い
人
物
（
彼
の
師
）
で

あ
ろ
う
〔
六
世
紀
’
七
肚
紀
初
め
頃
ま
で
の
成
立
〕
」
（
五
頁
）
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

「
弥
勒
著
作
説
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
文
献
上
、
ハ
リ
バ
ド
ラ

以
前
に
遡
っ
て
見
出
せ
な
い
と
し
て
も
、
弥
勒
作
と
す
る
限
り
、
「
弥
勒

ｌ
無
著
１
世
親
」
を
セ
ッ
ト
と
し
、
こ
れ
に
聖
解
脱
軍
を
継
続
さ
せ
て
系

譜
を
作
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
矢
張
り
「
弥
勒
作
」

創
説
に
関
わ
る
問
題
（
「
弥
勒
の
五
大
論
」
も
含
め
て
）
は
般
若
経
文
献

の
変
遷
・
展
開
の
問
題
と
共
に
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
イ
ン
ド
に
お
け
る
註
釈
文
献

プ
ト
ン
田
匡
の
８
口
〕
届
ｇ
‐
屋
殿
）
の
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
及
び

『
目
録
』
に
は
、
般
若
経
典
類
の
解
釈
の
方
軌
を
、

⑪
弥
勒
の
『
現
観
荘
厳
論
』
関
係
（
二
十
一
書
）

②
龍
樹
の
「
根
本
中
頌
』
を
初
め
と
す
る
中
観
部
の
も
の
（
百
四
十
六
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第
三
節
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
『
現
観
荘
厳
論
」
の
伝
統

第
四
節
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
『
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
に
つ
い
て

『
現
観
荘
厳
論
』
と
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
「
小
註
」
は
、
特
に
ゲ
ル
ク
派
の

五
教
科
（
中
観
・
律
、
般
若
、
阿
毘
達
磨
、
論
理
）
の
一
つ
と
し
て
の
般

若
学
（
修
道
論
）
の
、
今
日
用
い
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
所
依
・
基
盤

を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
チ

ベ
ッ
ト
に
お
け
る
学
的
伝
統
を
確
立
し
、
そ
れ
以
後
の
学
習
の
所
依
と
さ

れ
る
の
は
」
、
ま
さ
に
本
書
に
扱
わ
れ
る
「
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン

奎
巳

③
三
門
・
十
一
異
門
で
解
説
す
る
も
の
（
二
言
）

側
陳
郡
が
「
八
千
頌
般
若
経
』
を
三
十
二
要
義
で
解
釈
し
た
「
要
義

（
国
且
留
昏
口
）
』
関
係
（
三
書
）

の
四
種
の
車
軌
轍
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
所
収
の
論
・
註
を
挙
げ
、
最
後
に

そ
の
他
と
し
て
の
『
般
若
心
経
注
解
』
等
（
十
二
書
）
を
含
め
て
い
る
。

「
現
観
荘
厳
論
』
関
係
の
注
釈
書
に
関
し
て
は
、
般
若
経
典
と
の
関
わ

①

り
で
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
先
に
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
に

帰
せ
ら
れ
る
「
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
（
テ
ン
ギ
ュ
ル
部
所
収
）
の
著
作

②

者
の
伝
承
に
疑
問
を
提
示
さ
れ
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
言
と
玄
英

訳
『
大
般
若
』
第
二
会
と
が
比
較
的
よ
く
合
う
事
実
で
あ
る
。
「
現
観
荘

厳
論
』
の
項
目
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
と
別
に
、
「
改
変
版
二
万
五

千
頌
般
若
経
』
作
成
・
成
立
の
動
き
が
ハ
リ
バ
ド
ラ
以
前
に
遡
っ
て
、
例

え
ば
七
世
紀
初
ま
で
に
段
階
的
に
何
ら
か
の
形
で
有
り
え
た
か
ど
う
か
と

③

い
っ
た
幾
つ
か
の
疑
問
が
生
ず
る
。

（
吊
冒
岸
呂
号
ロ
日
日
四
目
旨
呂
の
ロ
》
屋
震
‐
虞
罵
）
で
あ
る
」
（
二
十
三

頁
）
。唯

、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
注
解
も
、
「
概
し
て

イ
ン
ド
の
伝
統
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
随
所
に
チ
ベ
ッ

ト
的
要
素
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
…
…
イ
ン
ド
の
註
釈
と
の
違
い
の

有
無
を
常
に
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
二
十
五
頁
）
と
、
著

者
が
言
わ
れ
る
、
こ
の
こ
と
は
、
他
の
多
種
の
註
釈
書
類
を
扱
う
場
合
に

も
心
が
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

流
伝
後
期
初
期
の
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
（
四
国
号
の
弓
冨
目
冒
〕

韻
中
己
引
）
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
お
忠
ｌ
ｇ
Ｈ
）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た

『
現
観
荘
厳
論
』
は
、
サ
ン
プ
（
房
目
冒
匡
）
大
学
問
寺
の
座
主
も
務

め
た
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
（
”
口
○
ぬ
囚
○
匡
凸
ロ
貯
め
Ｈ
号
》
ら
＄
‐
匡
８
）
の

翻
訳
（
改
訂
）
・
註
釈
活
動
に
よ
っ
て
、
現
観
・
般
若
学
が
確
立
さ
れ
た

が
、
著
者
は
、
カ
ダ
ム
派
、
サ
キ
ャ
派
、
ゲ
ル
ク
派
（
新
カ
ダ
ム
派
）
の

主
た
る
注
釈
者
の
伝
統
・
著
作
を
挙
げ
て
い
る
。
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
か
ら

プ
ト
ン
ま
で
の
二
百
年
程
の
間
に
ど
の
よ
う
な
注
釈
者
・
注
釈
書
が
出
、

伝
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
僅
か
な
情
報
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
著
者
が
触
れ
る
「
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
（
の
言
の
①
ｇ
言
ｇ
廷
）
に
対

す
る
ロ
ン
ト
ゥ
ン
（
宛
○
口
②
８
口
切
巨
国
冨
宮
切
①
侭
鴨
島
の
巨
目
○
・

届
３
‐
辰
お
）
の
批
判
、
そ
れ
に
対
す
る
ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
反
論
」

（
二
十
一
頁
）
な
ど
の
よ
う
に
、
サ
キ
ャ
派
と
ゲ
ル
ク
派
の
人
々
と
の
論

争
は
、
『
現
観
荘
厳
論
』
に
止
ま
ら
ぬ
大
き
な
研
究
課
題
と
な
る
。

第
一
章
般
若
経
と
『
現
観
荘
厳
論
』
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第
一
節
三
智

著
者
は
、
先
ず
一
切
智
性
（
切
肖
ぐ
旦
目
国
）
、
道
智
性
（
日
日
隠
司
回
国
）
、

一
切
相
智
性
（
“
臼
く
画
訂
且
冒
国
）
の
三
智
説
が
、
「
二
万
五
千
頌
（
大

品
）
系
般
若
経
』
に
至
っ
て
は
じ
め
て
説
か
れ
る
に
到
っ
た
と
し
て
、
こ

の
点
に
着
目
し
、
『
大
智
論
』
、
初
期
の
職
伽
行
派
の
諸
論
に
お
い
て
は
な

お
一
切
相
（
一
切
種
）
智
と
一
切
智
の
別
が
見
ら
れ
て
も
、
三
智
は
説
か

れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
上
で
、
こ
の
三
智
を
中
核
に
置
い
て

般
若
経
を
解
釈
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
現
観
荘
厳
論
』
の
特
色
と
重
要
性
が

あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

最
後
に
、
「
一
切
相
智
」
の
相
（
山
冨
国
ゞ
９
ｍ
冒
冨
）
が
、
法
輪
を
転

ず
る
と
い
う
「
言
語
表
現
す
る
こ
と
」
に
関
わ
る
言
葉
で
あ
り
、
「
清
浄

分
別
智
」
に
当
た
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
（
三
十
九
、
四

十
四
頁
）

第
二
節
『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
に
お
け
る
道

ｌ
道
相
智
を
中
心
に
し
て
ｌ

著
者
は
、
梶
芳
光
運
博
士
に
よ
る
「
一
切
智
か
ら
一
切
種
智
へ
の
展
開

の
契
機
と
し
て
、
道
種
智
が
重
要
で
あ
る
こ
と
」
の
指
摘
に
注
目
し
、
三

智
の
中
で
も
「
道
（
相
）
智
を
『
大
品
系
般
若
経
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」

（
四
十
五
頁
）
と
み
な
し
、
経
文
の
所
説
に
従
っ
て
三
智
が
般
若
波
羅
蜜

の
実
践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
『
現
観
荘
厳
論
』

の
理
解
で
は
、
「
道
智
は
菩
薩
摩
訶
薩
た
ち
の
も
の
で
あ
る
が
、
…
…
誓

願
を
成
就
せ
ず
、
有
情
達
を
成
熟
さ
せ
ず
、
仏
国
土
を
浄
化
せ
ず
し
て
は

実
際
を
現
前
化
し
な
い
」
（
四
十
六
頁
）
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
〃
誓
願
成
就
″
の
項
は
〃
付
加
″
で
あ
る
、

「
未
具
足
仏
土
。
未
化
衆
生
。
不
当
受
真
際
覚
。
」
（
放
光
般
若
経
大
正

八
、
一
一
四
ａ
）

「
是
菩
薩
未
浄
仏
土
。
未
成
就
衆
生
。
是
時
不
応
実
際
作
証
。
」
（
羅
什

訳
大
正
八
、
三
七
五
Ｃ
）

「
諸
菩
薩
摩
訶
薩
。
成
就
有
情
。
厳
浄
仏
土
。
及
修
大
願
。
若
未
円
満

猶
於
実
際
未
応
證
住
。
若
已
円
満
乃
於
実
際
応
可
證
住
。
」
（
玄
英
訳

「
大
般
若
』
第
二
会
大
正
七
、
三
三
七
ｂ
ｌ
Ｃ
）

「
罰
印
す
ぽ
ず
】
○
吋
ゴ
胃
四
口
Ｏ
声
巨
ず
い
①
日
切
」
も
ｍ
言
い
①
日
の
口
で
、
昏
○
戸
①
ロ
も
○
回
①
叩

芋
。
望
日
Ｄ

】
ユ
Ｌ
０
’
、

め
ｍ
ｐ
ｍ
Ｈ
、
冒
口
、
声
望
群
、
宮
』
口
望
Ｏ
ｐ
ｍ
の
巨
口
四
ｍ
も
四
【
Ｈ
ご
印
ロ
旦
四
の
曾
邑
、
い
①
門
口
ｍ

当

り
】
堂
ロ

○
ｍ
目
Ｈ
ｐ
ｍ
Ｈ
ｐ
ｍ
と
○
口
ゆ
め
匡
切
門
口
戸
冒
℃
⑪
門
日
四
口
冠
四
め
己
四
目
目
印
ロ
ロ
四
ｍ
も
凹
信
』

白
昏
号
日
口
○
再
の
自
画
目
目
ご
島
。
ご
」
（
『
二
万
五
千
頌
』
弓
呂
ｅ
）

ｚ
○
．
Ｐ
シ
》
』
⑭
○
ケ
。
‐
Ｏ
一
○
ｓ
（
屯
）
三
○
『
い
』
》
』
『
“
“
ｌ
配
）

１｜
閏
冒
○
口
｝
ｍ
目
巨
ぐ
○
口
、
の
ロ
門
口
の
○
い
め
で
四
吋
旨
口
四
す
ぐ
四
の
ロ
鼬
旦
煙
昌
『
の
①
計
邑
の
○
四
ｐ

ｋ

ｔ

Ｆ

ぐ
○
目
印
の
口
関
口
胃
ｐ
ｐ
ｍ
同
門
口
四
ず
ぐ
四
ｍ
ロ
陣
二
ｍ
目
、
め
い
口
の
Ｈ
、
冒
四
の
穴
ぐ
目
の
面
邑
口

、

卜

、

Ｆ

く
○
口
の
印
口
旦
ｍ
ｍ
ｐ
ｍ
Ｈ
Ｈ
目
、
ご
く
四
ｍ
で
四
・
①
め
Ｈ
』
」
口
巨
ご
胃
回
己
。
犀
匡
匂
い
の
Ｈ
ｐ
ｍ

ｔＱ
面
勲
昏
の
①
尉
唇
の
」
も
口
壱
○
面
の
ロ
己
○
Ｑ
①
く
い
己
旦
四
ｍ
も
口
唇
〕
Ｈ
ご
《
ず
、
ご
同
国
目
○
口
』
屋

し

也

目
耳
＆
：
」
（
テ
ン
ギ
ュ
ル
『
二
万
五
千
頌
』
ｐ
ｚ
ｏ
弓
９
．
○
ｍ

胃
令
ｑ
巴
ｌ
酌
一
℃
ｚ
ｏ
．
、
胃
、
碑
の
巳
③
＠
ヶ
①
ｌ
ご

玄
英
訳
に
は
確
か
に
〃
修
大
願
〃
が
入
っ
て
い
る
が
、
三
項
目
の
順
序

は
他
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
。

「
③
三
智
の
獲
得
」
（
四
十
六
頁
）
の
項
に
、
の
再
と
し
て

「
の
四
門
ぐ
色
］
割
四
庁
山
口
声
］
ロ
四
目
の
ロ
四
二
四
吋
恥
四
国
の
目
印
○
働
く
凸
冒
○
戸
昌
倒
毎
戸
Ｈ
四
門
冒
旨
芹
巨
‐

凸
凸
。
日

穴
叫
【
国
の
ロ
回
ご
Ｏ
Ｑ
巨
勗
ｍ
茸
く
の
己
四
【
弓
四
宮
山
の
回
言
ぐ
の
ロ
四
ｂ
Ｈ
ｍ
］
冒
倒
で
叫
月
皿
冨
画
号
幽
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ご
盲
国
く
四
く
再
四
ぐ
く
凶
、
門
口
倒
叶
”
四
］
罰
印
弄
倒
【
国
ご
卸
ロ
ロ
匡
円
四
く
罠
匡
六
割
目
ロ
①
昌
四
の
四
吋
ぐ
“
‐

Ｌ

く

・
ト
脾

Ｌ

穴
四
門
四
］
副
四
言
凶
寓
目
、
口
匡
も
Ｒ
四
℃
庁
巨
〆
山
国
』
①
ロ
四
、
四
門
ぐ
煙
ｍ
口
再
ぐ
四
○
］
再
ｍ
Ｏ
ｍ
ｐ
一
四
］
画
鋤
巨
画
‐

ヨ
ム
。
●
凸

〆
四
吋
四
斤
幽
門
目
己
口
口
も
ｐ
Ｈ
印
旦
冒
巨
‐
穴
山
門
ロ
①
目
印
、
四
【
ぐ
四
ぐ
四
ｍ
ｍ
ロ
四
ｐ
ｐ
ｍ
四
口
Ｑ
言
』
丙
岸
の
‐

の
四
目
匡
号
ロ
山
一
四
く
晨
匡
丙
蜘
胃
固
①
ｐ
い
す
○
・
彦
昌
い
、
茸
く
の
目
印
門
口
画
匿
倒
め
煙
雰
く
の
口
四
己
尉
、
一
或
倒
‐

、

脾
。
Ｌ

院
Ｌ

も
四
国
日
異
国
冒
四
日
営
○
ぬ
印
言
〆
四
国
日
田
四
ぼ
こ
（
ロ
巨
冨
①
具
ｐ
い
』
》
巨
午
昌
巳

の
和
訳
を
、
亦
羅
什
訳
を
提
示
し
て
い
る
。
今
、
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
『
二
万

五
千
頌
』
の
対
応
経
文
を
引
く
と
、

「
【
国
四
日
ロ
ロ
四
拝
ず
い
Ｈ
戸
の
○
四
匹
Ｈ
口
穴
昏
く
の
ロ
壱
四
言
目
電
①
い
の
の
同
国
四
目
ロ
も
皿
与
一
口
目
○
写
○
ｍ

、

毎
面
四
門
固
め
ｏ
ｍ
ｑ
Ｑ
画
己
」
ｇ
鼬
口
も
四
目
ロ
ロ
○
ｐ
ｐ
ｍ
Ｈ
Ｈ
ｇ
の
○
ぬ
の
も
四
Ｈ
冨
厨
昏
四
己
Ｈ
ぬ
く
い

す
い
［
ゴ
ユ
○
二
己
画
。
四
口
、
』
煙
計
巨
ぬ
く
胃
Ｈ
ｐ
ｍ
Ｈ
ご
ロ
四
ｍ
①
ｍ
で
四
・
四
画
｝
房
宮
四
日
口
、
○
四
匹

、

脂

ト

い
の
の
ロ
國
旦
四
口
印
の
Ｈ
ｐ
の
○
四
口
《
面
ｍ
Ｈ
ｐ
ｍ
ｏ
ｍ
巳
弄
ぐ
〕
ｍ
の
貝
扁
匡
四
己
酋
の
。
ぐ
○
。
□
い

、

脾

」

吟
唱

脾

」
四
国
、
の
①
ｍ
℃
凹
昏
骨
門
口
四
門
目
も
口
伝
』
の
①
め
で
四
凶
］
９
国
○
己
め
い
屋
片
匹
ｍ
○
い
め
で
四
『
ず
国
印

す
四
月
声
ｇ
Ｏ
ｇ
己
四
彦
］
ず
く
ぃ
画
○
彦
四
す
め
の
Ｈ
ｐ
ｍ
ｇ
ｐ
ｍ
弓
、
の
同
己
ｍ
旦
己
、
写
○
弓
の
己
己
○
め

卜
■

ト
■

‐
Ｆ
“

ト

ｍ
の
め
Ｈ
四
ヶ
床
昌
目
己
言
四
円
○
］
骨
ロ
己
昏
く
』
回
も
印
』
い
ず
Ｈ
房
○
口
で
口
吋
ケ
ピ
國
昏
○
、
・
・
．
」

、

ｅ
〆
蝕
画
浮
？
一
勺
の
Ｐ
琶
ウ
函
）
（
一
切
相
智
の
知
と
そ
の
一
切
の

最
上
相
を
完
全
に
覚
ろ
う
と
楽
い
、
ま
た
道
相
智
と
一
切
智
と
す
べ
て

の
有
情
の
心
・
行
・
知
の
相
智
性
を
円
満
具
足
せ
ん
と
楽
う
菩
薩
摩
訶

薩
は
般
若
波
羅
蜜
に
専
修
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
）

と
あ
り
、
の
宮
と
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
「
二
万
五
千
頌
」
で
は
、
三
智
の
順
序

が
逆
に
入
れ
替
り
、
菩
薩
に
と
っ
て
一
切
智
は
知
・
見
に
よ
り
観
察
さ
れ

る
べ
き
も
の
（
で
あ
っ
て
、
修
習
の
対
象
で
は
な
い
）
と
の
解
釈
が
持
ち

込
ま
れ
、
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
唯
、
玄
英
訳
は
こ
こ
で
は

カ
ン
ギ
ュ
ル
部
『
二
万
五
千
頌
』
に
近
い
が
、
微
妙
に
異
な
る
。
羅
什
訳

は
「
三
智
に
関
連
性
を
持
た
せ
た
」
（
四
十
六
頁
）
羅
什
独
自
の
理
解
．

第
三
節
『
現
観
荘
厳
論
』
の
道
の
立
場

「
現
観
荘
厳
論
』
は
、
そ
の
綱
格
で
あ
る
八
句
義
（
§
○
ｍ
ｇ

（
冒
烏
昇
冨
）
）
、
八
現
観
、
八
章
（
の
百
房
（
冒
農
胃
目
四
）
）
、
即
ち
、
一

切
相
智
性
（
の
胃
乱
訂
且
目
国
）
、
道
智
性
（
日
幽
晶
里
目
国
）
、
一
切
智
性

（
“
冑
ぐ
凹
司
四
国
）
、
の
三
智
、
一
切
相
現
等
覚
（
“
閏
ぐ
四
百
門
呂
巨
‐

⑳
四
日
宮
島
号
）
、
項
現
観
（
口
昌
己
冨
罫
厨
四
日
昌
号
）
、
次
第
現
観
（
自
口
‐

目
２
号
言
い
四
日
畠
島
）
、
一
刹
那
現
等
覚
（
の
宙
篇
目
：
言
“
臼
号
○
号
号
）

の
四
加
行
、
及
び
果
と
し
て
の
法
身
（
号
冑
日
四
百
冨
匡
扇
閏
号
○
監
昌
）

と
い
う
順
序
で
、
膨
大
な
（
二
万
五
千
頌
）
般
若
経
の
内
容
を
区
切
り
、

十
地
・
五
道
な
ど
の
大
乗
・
菩
薩
の
実
践
体
系
の
組
織
を
組
み
込
み
、
そ

の
体
系
に
経
本
の
言
葉
を
取
り
入
れ
つ
つ
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
実
践
用
語
が
繰
返
し
処
々
に
用
い
ら
れ
出
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
が
複

雑
に
関
わ
り
合
っ
て
、
全
体
的
、
有
機
的
な
八
句
義
（
智
の
相
、
道
、

果
）
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

著
者
は
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
例
え
ば
修
習
の
次
第
・
階
梯
と
し
て
の
加

行
道
、
見
道
、
修
道
が
い
く
つ
か
の
章
（
一
、
二
、
三
、
五
章
）
で
重
層

解
釈
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
ま
た
「
道
相
智
の
役
割
」
の
説
明
を
経
本
文
に
求
め
、
結
論
と

し
て
、

い
菩
薩
決
定
位
（
不
退
転
位
）
の
獲
得
は
道
相
智
に
よ
る
。

仙
道
相
智
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
菩
薩
で
あ
る
。

側
道
相
智
は
一
切
の
道
を
得
る
こ
と
で
あ
る
、

と
の
三
項
に
ま
と
め
て
い
る
。
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的
に
説
明
さ
れ
る
が
、
「
四
種
分
別
（
般
若
波
羅
蜜
修
習
の
所
対
治
分
）
」

を
、
そ
れ
ら
の
道
を
つ
な
ぐ
重
要
な
項
目
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
を
『
般

若
経
』
と
『
現
観
荘
厳
論
』
に
お
け
る
「
空
性
修
習
の
具
体
的
な
内
容
」

を
な
す
も
の
と
捉
え
て
、
解
説
す
る
。
著
者
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
核

心
を
な
す
課
題
で
あ
り
、
『
般
若
経
』
と
の
対
応
の
さ
せ
方
が
注
意
を
要

す
る
。
〔
六
十
三
項
四
行
目
〕
「
含
国
ご
胃
旨
富
澤
“
『
日
。
。
）
」
は

（
冒
凹
ご
閏
号
陦
四
日
四
国
ｇ
ぐ
閉
日
・
）
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
『
現
観
荘
厳
論
』
概
説

第
一
節
『
現
観
荘
厳
論
』
（
根
本
偶
）
和
訳

付
篇
二
「
現
観
荘
厳
論
』
（
根
本
偶
）
に
所
載
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
「
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
の
科
文
と
内

容
に
随
っ
て
、
そ
の
全
訳
を
挙
げ
る
。
著
者
は
、
従
前
の
諸
学
者
の
翻
訳

に
関
す
る
注
記
を
ほ
と
ん
ど
省
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
註
釈
、
心
髄
荘

厳
』
、
セ
ラ
・
ジ
ェ
ッ
ン
パ
の
一
七
十
義
」
に
基
づ
い
て
訳
出
し
た
こ
と
、

煩
瓊
を
嫌
わ
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
著
者
自
身
の
訳
文
に
対
す
る
自
負

が
伺
わ
れ
る
。

〔
七
十
七
頁
下
二
行
〕
「
父
の
家
系
（
菌
巳
の
、
母
の
家
系
（
唱
冨
）

の
、
」
。
『
現
観
本
論
』
で
は
、
「
（
宮
置
）
蔵
昌
８
．
回
唱
目
遇
輿
言
唄

烏
己
目
の
烏
昏
呂
○
写
Ｒ
ｇ
烏
昌
こ
（
三
八
四
’
五
頁
）
と
あ
り
ハ
リ

バ
ド
ラ
の
『
小
註
』
も
「
ｇ
且
辱
乱
宇
四
口
ぐ
呈
○
ご
日
製
国
民
‐

⑤

の
四
日
ｇ
且
冨
‐
宮
蜘
忌
と
と
注
解
す
る
か
ら
、
著
者
の
訳
文
の
通
り
で

（
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
で
は
）
問
題
な
い
が
、
カ
ン
ギ
ュ
ル
部
「
二
万
五

千
頌
』
で
は
「
同
賜
且
嘗
戸
口
吻
匡
日
厨
冒
鴇
忌
烏
己
、
旨
い
豆
旨
目

第
二
節
般
若
波
羅
蜜
と
八
句
義
七
十
義
の
解
説

夙
に
Ｅ
・
オ
ー
ベ
ル
ミ
ラ
ー
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
こ
の
『
現
観

荘
厳
論
』
の
重
要
性
を
充
分
に
認
識
し
、
大
乗
の
諸
実
践
体
系
が
複
雑
に

組
み
込
ま
れ
た
組
織
体
系
と
そ
の
内
容
を
全
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
試
み
、

㈹
ジ
ャ
ム
ャ
ン
シ
エ
パ
『
八
句
義
七
十
義
』
の
科
文
と
解
説
に
随
い
、

②
対
応
の
三
万
五
千
頌
般
若
』

⑥
ハ
リ
バ
ド
ラ
『
大
註
』
、
『
小
註
』

を
対
応
さ
せ
て
ま
と
め
、
『
ア
ビ
サ
マ
ヤ
の
分
析
』
を
公
表
し
た
が
、
彼

め
匡
日
扇
言
明
冒
呂
口
已
と
訳
し
、
漢
訳
は
、

「
云
何
菩
薩
所
生
成
就
。
若
刹
利
家
生
。
若
婆
羅
門
家
生
故
。
云
何
菩

薩
姓
成
就
。
如
過
去
菩
薩
所
生
姓
。
此
中
生
故
。
」
（
羅
什
訳
大
正
八
、

二
五
九
ｂ
）

「
云
何
菩
薩
摩
訶
薩
応
円
満
家
族
具
足
。
善
現
。
若
菩
薩
摩
訶
薩
或
生

刹
帝
利
大
族
姓
家
。
或
生
婆
羅
門
大
族
姓
家
。
父
母
真
浄
。
是
為
菩
薩

摩
訶
薩
応
円
満
家
族
具
足
。

云
何
菩
薩
摩
訶
薩
応
円
満
種
姓
具
足
。
善
現
。
若
菩
薩
摩
訶
薩
常
在
過

去
諸
菩
薩
摩
訶
薩
種
姓
中
生
。
是
為
菩
薩
摩
訶
薩
。
応
円
満
種
姓
具

足
・
」
（
玄
葵
訳
大
正
七
、
八
八
ｂ
）

と
訳
し
て
い
る
。
経
文
の
上
で
は
、
父
系
（
両
己
、
母
系
（
唱
目
）

に
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
七
十
八
頁
十
八
行
〕
「
時
に
あ
ら
ず
し
て
…
…
」
（
ａ
ｍ
Ｏ
鴨
“
目
昌

日
四
ｍ
ご
自
切
息
『
号
）
は
、
「
有
情
成
就
の
完
成
を
待
っ
て
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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第
三
章
『
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
の
和
訳
（
序
論
と
摂
義
の
部
分
）

本
章
は
、
初
め
に
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
一
小
註
』
の
当
該
部
分
（
序
の
部

分
）
の
和
訳
を
付
す
。

（
序
論
と
摂
義
）
と
は
い
え
、
五
十
葉
を
越
え
る
量
に
わ
た
り
、
ま
た
、

筆
者
自
身
、
蔵
外
文
献
特
有
の
難
解
な
語
句
な
ど
の
本
書
翻
訳
に
は
し
ば

し
ば
刮
目
さ
せ
ら
れ
た
。

〔
二
○
三
頁
五
’
七
行
〕
翻
訳
者
に
よ
っ
て
帰
敬
の
語
（
、
自
切
『
賜
閉

烏
。
ｇ
ｇ
ｇ
忌
め
の
日
切
ｑ
で
島
吾
蝕
日
ｍ
○
且
茜
で
富
国
侭
茸
切
言
三
○
）
が

し
つ
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
（
プ
ト
ン
も
触
れ
て
い
る
が
）
、
『
小

註
』
梵
本
に
は
こ
の
語
が
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〔
二
○
五
頁
十
五
行
〕
「
二
万
〔
五
千
頌
般
若
〕
』
の
典
籍
を
註
釈
す
る
と

こ
ろ
」
は
、
『
冒
匡
『
愚
呂
目
肩
且
Ｓ
ｍ
色
盲
巳
』
。
著
者
に
関
し

て
、
ロ
餌
日
呂
閉
の
口
凹
か
世
親
か
で
問
題
に
な
る
。

の
天
逝
に
よ
り
未
完
に
終
わ
っ
て
い
た
。

著
者
は
オ
ー
ベ
ル
ミ
ラ
ー
の
意
図
を
受
け
継
い
で
本
書
を
著
作
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
資
料
と
内
容
の
上
で
、
前
書
よ
り
一
層
有
用
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

『
現
観
荘
厳
論
』
の
体
系
・
綱
格
を
表
わ
す
〃
八
句
義
″
の
語
は
論
自

体
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
〃
七
十
義
″
と
い
う
語
は
ラ
ト
ナ
キ
ー
ル
テ

ィ
、
シ
ャ
ン
テ
イ
パ
な
ど
の
註
釈
に
、
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
る
限
り
、
）
こ

の
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
の
註
釈
と
さ
れ
る
も
の
に
は
見
ら

れ
な
い
の
で
、
恐
ら
く
十
世
紀
以
後
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
の
で

あ
る
諺
っ
。

付
篇
１
の
「
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
科
文
は
、
註
釈
全
体
の
科
文
及
び
そ

の
和
訳
よ
り
な
る
大
変
な
労
作
で
あ
り
、
研
究
者
に
大
き
な
便
宜
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
著
者
の
『
現
観
荘
厳
論
』
研
究
に
対
す
る
熱
意
と
堅
実
な
姿

勢
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
綿
密
な
文
献
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
今
後

の
「
現
観
荘
厳
論
」
研
究
に
本
格
的
な
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
言
う
こ
と

〔
二
一
二
頁
十
六
行
〕
「
中
人
の
意
思
を
な
す
こ
と
」
は
、
中
人
の
意
思

の
浄
化
・
学
習
。

〔
二
一
四
頁
二
十
一
行
〕
「
疑
い
を
除
い
て
」
は
〔
〕
に
入
れ
る
。

〔
二
一
六
頁
十
六
行
〕
「
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
ｅ
呂
侭
忌
宮

」
侭
号
切
目
荷
冒
目
ｇ
の
）
」
の
一
緒
号
切
は
、
既
得
の
実
績
の
よ
う
な

も
の
と
な
る
こ
と
か
（
二
三
六
頁
十
三
行
で
は
、
（
智
の
）
役
割
と
訳

半
ｑ
ノ
）
Ｏ

》
ゞ

〔
二
二
四
頁
十
五
行
〕
「
般
浬
葉
し
て
い
る
こ
と
を
」
は
、
般
浬
梁
し
て

い
る
こ
と
を
初
め
と
し
て
。

〔
二
二
八
頁
九
行
〕
「
（
目
匡
侭
冒
宮
呂
○
ｍ
。
）
は
、
（
耳
包
『
目
匡
品

二
。
卦
Ｏ
／
’
０

℃
四
口
房
○
口
○
の
」
」

〔
二
二
九
頁
一
九
行
〕
「
恐
れ
を
引
き
出
す
」
は
、
恐
れ
に
出
会
う
（
’

二
三
一
頁
一
二
行
）
。

〔
二
八
五
頁
⑲
〕
（
胃
言
の
）
と
（
の
ご
○
こ
と
は
、
「
（
三
蔵
に
よ
り
、
有

煩
悩
の
所
化
の
心
か
ら
三
学
を
持
つ
も
の
に
）
改
善
す
る
こ
と
と
（
煩

悩
の
果
た
る
悪
趣
の
有
（
冨
四
ぐ
、
）
の
苦
よ
り
）
護
る
こ
と
（
戸
目

四
切
副
の
白
皇
弓
呂
ロ
○
．
臼
笥
〕
歯
劃
‐
配
）
と
も
説
明
さ
れ
る
。
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付
篇
３
所
収
の
一
註
釈
、
心
髄
荘
厳
』
（
序
論
と
摂
義
）
の
テ
キ
ス
ト

を
、
目
呂
三
○
望
困
角
）
と
比
較
・
照
合
し
て
、
「
後
注
記
」
に
な
い
個

所
に
つ
い
て
気
付
い
た
も
の
を
記
す
。

℃
心
画
、
』
．
胃
心
．
弓
．
Ｓ
ワ
心
）
“
ず
〕
四
ケ
、
め
い
○
、
、
ざ
［
ず
国
凹
め
の
○
、

一
画
Ｐ
画
司
目
．
命
四
』
）
唖
昏
①
ｍ
で
四
０
房
の
ロ
ざ
［
ｇ
①
ｍ
の
面
の
ご

心
い
、
）
』
．
目
．
色
四
口
い
）
“
ｍ
丙
昌
①
め
己
四
さ
【
の
丙
国
①
も
四

心
四
回
①
目
．
色
画
四
今
）
零
ｏ
①
の
す
ぐ
四
ヶ
四
甘
固
の
ケ
の
の
ヴ
目
口
ず
四
．

心
四
画
い
心
弓
・
色
い
す
Ｏ
）
唖
唱
切
さ
吋
四

令
心
』
》
画
吟
弓
色
四
か
Ｏ
）
即
ｑ
ｇ
ｍ
六
曾
匙
房
吋
溌
門
で
ず
冒
国

や
仁
い
」
Ｐ
目
《
旨
④
四
］
）
”
ｏ
宣
○
の
丙
昌
甘
Ｈ
ｏ
彦
○
の
穴
置
ｍ

Ｐ
吟
陣
胃
］
‐
日
．
命
○
四
崖
）
率
で
○
官
ざ
Ｈ
己
○

心
心
四
》
］
「
○
○
円
Ｈ
①
。
〈
吻
副
Ｐ
ｐ
庁
○
の
副
岸
国

ト
ー
、
》
い
い
．
○
○
目
尻
の
Ｏ
〈
旦
四
庁
○
旦
匡

』
↑
④
〕
、
．
○
○
門
屍
の
○
言
回
四
声
］
奇
○
ロ
①
茸
冒

心
↑
①
〕
い
い
．
○
○
Ｈ
【
の
。
合
切
卸
の
Ｑ
一
○
叩
副
』
Ｑ

準
、
脚
画
酌
弓
．
⑮
、
ず
へ
）
”
ず
国
四
宮
庁
崗
ず
ぐ
凹
め
ず
四
言

候
、
余
程
、
‐
。
ｏ
ロ
の
只
切
ロ
ロ
ョ
８
ｍ
域
四
日
（
目
．
四
○
ｍ
割
）

心
印
・
旨
．
。
ｏ
胃
の
ｇ
め
六
国
○
ヶ
Ｏ
８
ｍ
斥
冒
の
す
○
（
目
・
的
］
け
ど

一
切
③
》
①
弓
．
命
昌
ず
い
）
皿
品
目
四
］
さ
【
侭
田
四
切

娼
、
酌
』
ぬ
弓
◆
ａ
②
兎
）
“
穴
昌
さ
【
穴
ぐ
耐

が
で
き
る

祭
①
、
．
①
．
。
○
【
Ｈ
①
。
《
、
四
（
○
ぬ
程

ぶ
・
伽
目
．
Ｆ
Ｃ
亜
）
○
日
旨
切
匹
砂
ロ
ゴ
呉
○
【
の
す
」
匡
旨
ｏ
ロ

主
司
も
ｊ
ｆ①

例
え
ば
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
二
箸
、
一
八
千
頌
般
若
注
解
（
大
註
）
」
と
示

註
』
の
著
作
順
序
の
問
題
に
関
し
て
、
著
者
は
「
小
註
』
が
後
の
著
作
で
あ
る

（
二
九
六
頁
）
と
す
る
が
、
な
お
、
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
。

②
日
切
冨
邑
酉
胃
所
収
の
三
万
五
千
頌
般
若
』
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
問

題
ｌ
特
に
「
現
観
荘
厳
論
』
と
の
関
連
に
お
い
て
ｌ
」
（
「
日
本
関
蔵
学
会

会
報
』
Ｚ
。
．
ｇ
）
。

③
氏
‐
国
．
加
炉
の
吾
８
の
】
厨
○
日
の
邑
○
訂
叩
ｏ
昌
言
旦
昌
。
国
呂
君
扁
冒
の
巾
ロ
牙
の

シ
ケ
言
い
煙
日
画
く
巴
騨
ご
屍
胃
四
》
吾
①
愚
く
勝
の
ユ
屯
四
副
○
回
白
日
笛
ご
鼠
彦
画
禺
時
倒
画
国
』
ｇ
①

典

○
言
目
の
い
の
可
四
目
竺
鼻
５
口
の
旦
牙
①
巨
冒
①
く
厨
の
』
冠
脚
割
。
“
昌
日
曾
庁
耐
倒
置
四
胃
陦
且

（
ご
醇
○
の
』
く
巳
》
＠
・
も
や
い
①
竿
臼
こ
。

④
因
に
雪
万
八
千
頌
般
若
』
で
は
、

「
Ｈ
ロ
四
目
〕
で
四
庁
言
四
月
臣
、
○
四
匹
【
ご
画
穴
彦
く
①
ロ
で
画
写
跨
旦
①
、
①
ｍ
Ｈ
ｐ
Ｐ
Ｈ
目
で
回
庁
冨
騨
日
切
○
四
・
穴
昌
』

、

Ｈ
冒
○
写
０
，
．
四
画
］
ユ
四
国
ロ
四
国
旨
邑
○
国
．
己
煙
Ｒ
Ｈ
ユ
め
○
ｍ
ｍ
も
画
円
ず
琶
画
卦
○
ず
巨
丘
で
画
門
澤
●
○
・
℃
四

口
弾
．
、
］
四
【
ロ
ぬ
く
Ｐ
Ｒ
目
“
『
ロ
で
四
ｍ
の
、
で
卸
副
昌
包
冒
○
口
め
い
匡
吋
」
、
○
ｍ
ｍ
己
四
門
ケ
ビ
四
斤
届
【

、

写
旦
○
ユ
ロ
ｍ
Ｑ
ｍ
己
、
庁
彦
僅
冨
己
切
○
四
竺
砕
①
切
己
口
司
昌
旦
ご
○
冒
切
の
口
Ｈ
ｇ
の
○
函
切
も
四
Ｈ
づ
く
四
ゴ
四
『

吟

候

、

写
」
○
ユ
ユ
四
国
、
の
①
門
口
“
○
四
国
庁
苛
弾
間
口
印
○
四
旦
弄
く
一
ｍ
①
Ｈ
ど
の
岸
く
』
“
己
く
○
ユ
も
画
可
』
Ｒ
ｐ
ｐ
Ｈ
ｐ
己
四

、

、
①
の
己
四
『
副
』
堅
く
○
弓
い
い
匡
【
ユ
ｍ
Ｏ
ｍ
の
己
煙
引
ケ
琶
餌
ケ
色
【
彦
堅
○
』
で
、
、
の
①
、
【
四
ヶ
淀
『
］
己
豈
卸

、

、

Ｈ
２
目
で
琴
冒
口
も
煙
盲
胃
厨
○
口
己
胃
ウ
ビ
、
昏
○
、
…
」
（
ロ
．
ｚ
○
．
胃
Ｃ
》
【
四
．
旨
い
ず
い
Ｉ
心
）
。

⑤
天
野
宏
英
校
訂
宮
、
巴
の
醒
巨
シ
尽
圭
Ｆ
シ
ご
尻
醒
幻
崔
‐
【
シ
田
尻
吟
‐

、

の
醒
め
弓
幻
シ
ー
く
目
両
目
（
梵
文
、
現
観
荘
厳
頌
論
釈
）
』
（
平
楽
寺
書
店
、
二
○

○
○
年
、
四
五
頁
四
行
）

心
、
ゞ
岸
い
、

心
司
①
）
い
、

吟
、
吋
、
＠
房
四

。
ｏ
弓
の
ｇ
頃
ヨ
さ
圃
冒
（
月
齢
印
釦
胃
）

弓
畠
心
、
す
べ
）
四
二
号
四
の
旦
房
崗
穴
写
餌
ｏ
侭

ダ

目
ａ
（
）
弾
の
）
印
匹
房
旨
印
四
岸
四
ヶ
囚
貰
」
己
關

鈩

、

上

5(）


